
発明功労賞

　
▽
転
が
す
だ
け
で
道
路
の
凹
凸
を
高
精

度
に
測
れ
る
小
型
測
量
装
置

Ｃ
Ｓ
Ｓ
技

術
開
発

代
表
取
締
役
・
高
城
雄
三
氏

　

幅
の
道
路
を

秒
間
に
誤
差
が
１

―
２

と
い
う
精
密
さ
で
連
続
的
に

測
量
で
き
る
測
量
装
置
。
車
輪
上
に
３
６

０
度
プ
リ
ズ
ム
を
配
置
し
、
レ
ー
ザ
ー
を

プ
リ
ズ
ム
に
当
て
反
射
し
た
レ
ー
ザ
ー
か

ら
座
標
値
を
計
測
し
短
時
間
で
数
値
計
算

す
る
。

　
作
業
員
は
こ

の
プ
リ
ズ
ム
を

転
が
し
、
起
点

に
設
置
し
た
親

機
か
ら
レ
ー
ザ
ー
を
発
信
。
プ
リ
ズ
ム
に

当
て
て
反
射
さ
れ
た
レ
ー
ザ
ー
か
ら
座
標

軸
を
読
み
取
る
仕
組
み
。

　
測
量
の
た
め
に
交
通
規
制
す
る
必
要
が

な
い
。
こ
れ
ま
で
の
方
法
で
は
道
路
測
量

に
時
間
が
か
か
り
、
測
量
中
に
渋
滞
が
発

生
し
、
交
通
規
制
を
す
る
必
要
も
あ
っ

た
。

　

Ｃ
Ｓ
Ｓ
技
術
開
発

東
京
都
多
摩

市
、
０
４
２
・
３
７
３
・
２
１
０
０

　
▽
配
管
外
部
か
ら
測
定
可
能
に
し
た
超

音
波
流
量
測
定
装
置

ア
ツ
デ
ン

社
長

・
村
上
英
一
氏

　
通
常
は
超
音
波
送
受
信
機
を
取
り
付
け

た
管
体
を
管
路
中
に
挿
入
し
て
配
置
す
る

必
要
が
あ
っ
た
。
発
明
品
は
既
設
管
に
後

付
け
し
て
測
定
で
き
る
。
着
脱
が
困
難
だ

っ
た
従
来
品
と
比
べ
、
ヒ
ン
ジ
と
ク
ラ
ン

プ
を
用
い
た
一
体
構
造
に
し
、
取
り
付
け

が
簡
単
で
、
安

定
し
た
精
度
で

測
定
が
可
能
。

装
置
の
管
体
を

四
角
形
に
変
形

さ
せ
る
こ
と
で
、
反
射
効
率
の
良
い
超
音

波
ビ
ー
ム
を
確
保
し
た
。
ま
た
再
利
用
が

可
能
で
、
事
前
に
校
正
す
れ
ば
、
機
器
の

信
頼
性
向
上
に
も
つ
な
が
る
。
流
体
の
温

度
や
圧
力
が
変
化
し
て
も
正
確
に
測
定
で

き
る
。
心
臓
手
術
時
の
血
液
流
量
測
定
な

ど
の
医
療
分
野
で
の
利
用
が
進
ん
で
い

る
。
製
品
は
全
量
、
ス
イ
ス
の
企
業
に
輸

出
し
て
い
る
。

ア
ツ
デ
ン

東
京
都
葛

飾
区
、
０
３
・
５
６
９
８
・
８
６
８
４

　
▽
ね
じ
山
を
傾
斜
さ
せ
た
高
機
能
緩
み

防
止
ボ
ル
ト

ア
ー
ト
ス
ク
リ
ュ
ー

代

表
取
締
役
・
松
林
興
氏

　
ネ
ジ
山
を
基
準
の
山
型
よ
り
も
座
面
側

に
傾
け
る
こ
と
で
、
ネ
ジ
を
締
め
る
時
に

ネ
ジ
山
を
弾
性
変
形
さ
せ
、
強
い
反
発
力

を
発
生
さ
せ
て
緩
み
防
止
効
果
を
出
し

た
。
ネ
ジ
山
の
底
部
を
「
Ｒ
形
状
」
し
て

応
力
集
中
を
分
散
さ
せ
、
標
準
ボ
ル
ト
の

１
・
２
倍
の
疲

労
強
度
向
上
を

図
っ
た
。
価
格

は
標
準
ボ
ル
ト

と
同
等
で
、
緩

み
止
め
ナ
ッ
ト
や
接
着
剤
に
か
か
る
コ
ス

ト
を
不
要
と
し
た
。

　
米
航
空
宇
宙
規
格

Ｎ
Ａ
Ｓ

式
振
動

試
験
で
は
、
標
準
ト
ル
ク
よ
り
も

―

％
低
下
さ
せ
た
最
小
軸
力
の
状
態
で

分

間
３
万
回
転
の
振
動
試
験
に
合
格
し
た
。

Ｊ
Ｒ
山
手
線
の
ホ
ー
ム
ド
ア
や
２
輪
車
に

採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

ア
ー
ト
ス
ク
リ
ュ
ー

名
古
屋
市
北

区
、
０
５
２
・
９
１
５
・
３
２
９
５

　
▽
平
底
ボ
ー
ル
を
使
用
し
た
食
品
用
た

て
型
ミ
キ
サ
ー

中
井
機
械
工
業

社
長

・
中
井
節
氏
ほ
か
１
人

　
ケ
ー
キ
を
は
じ
め
と
す
る
洋
菓
子
用
生

地
な
ど
を
、
撹
拌
混
合
す
る
装
置
。
こ
れ

は
ん

か
く

ま
で
は
底
が
丸
い
タ
ン
ク
を
使
っ
て
１
個

の
丸
型
ホ
イ
ッ
パ
ー
で
撹
拌
し
、
熟
練
の

職
人
が
仕
上
が
り
具
合
を
確
認
し
な
が
ら

運
転
・
操
作
を
行
っ
て
い
た
。
発
明
品
は

平
底
ボ
ー
ル
と

角
型
ホ
イ
ッ
パ

ー

撹
拌
用
の

回
転
子

を
採

用
。
２
軸
偏
芯

撹
拌
方
式
を
開
発
し
、
こ
れ
ら
の
機
能
に

無
線
式
温
度
計
と
Ｉ
Ｈ
加
熱
方
式
を
融
合

さ
せ
た
。
気
候
や
温
度
に
影
響
さ
れ
る
食

材
を
使
う
商
品
づ
く
り
に
は
熟
練
技
術
が

必
要
だ
が
、
未
熟
者
で
も
扱
え
る
ミ
キ
サ

ー
を
実
現
。
か
き
混
ぜ
の
ム
ラ
を
な
く
し

た
。
撹
拌
中
に
も
生
地
の
正
確
な
温
度
管

理
が
で
き
、ガ
ス
コ
ン
ロ
も
不
要
に
な
る
。

　

中
井
機
械
工
業

大
阪
府
四
条
畷

市
、
０
７
２
・
８
２
４
・
１
５
５
１

　
▽
酪
農
牛
舎
に
お
け
る
牛
乳
冷
却
・
給

湯
シ
ス
テ
ム

合
同
会
社
北
海
道
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
組
合

会
長
・
柳
田
清
志

氏　
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
冷
暖
兼
用
に
よ
る
酪

農
牛
舎
設
備
用
の
牛
乳
冷
却
・
給
湯
シ
ス

テ
ム
。
一
般
的
な
酪
農
牛
舎
で
は
搾
乳
後

に
必
要
な
生
乳
の
冷
却
と
、
装
置
洗
浄
用

の
温
水
を
つ
く
る
作
業
を
分
け
て
い
る
た

め
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
が
悪
い
。

こ
れ
ま
で
捨
て

て
い
た
搾
乳
後

の
余
分
な
熱
を

使
っ
て
牛
乳
を
冷
や
し
た
り
、
熱
を
再
利

用
し
て
約

度
Ｃ
の
温
水
を
つ
く
る
。

　
冷
却
に
使
う
水
は
従
来
、
１
日

で

１
カ
月
４
５
６

。
こ
れ
が
不
要
に
な

る
。
１
日

時
、
年
５
４
０
０

時
の
電
気
を
使
う
が
灯
油
使
用
量
は
１
日

約
５

、
年
２

減
ら
せ
る
。

　

合
同
会
社
北
海
道
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
組
合

北
海
道
中
標
津
町
、
０
１
５
３

・
７
３
・
２
０
５
０

　
▽
流
路
断
面
を
五
角
形
と
し
た
エ
ア
ー

リ
フ
ト
型
散
気
装
置

ソ
ル
エ
ー
ス

代

表
取
締
役
・
増
田
泰
彦
氏
ほ
か
１
人

　
廃
水
な
ど
に
気
体
を
混
合
さ
せ
る
散
気

装
置
。
筒
体
内
部
に
五
角
形
の
部
材
を
配

置
さ
せ
た
独
自
構
造
の
流
路
と
す
る
こ
と

で
乱
流
を
発
生
し
て
微
細
化
す
る
仕
組

み
。
汚
水
水
槽
に
沈
め
て
設
置
す
る
。
筒

体
の
下
部
か
ら
空
気
を
送
り
込
み
、
気
体

を
細
く
し
な
が

ら
自
然
の
上
昇

に
よ
っ
て
気
液

を
混
合
さ
せ

る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
槽
全
体
に
水
の
流
れ
が
生
じ
、
気
泡

も
全
体
に
広
が
る
。
懸
濁
物
が
撹
拌
さ
れ

は
ん

か
く

て
槽
底
部
に
汚
泥
が
残
り
に
く
い
こ
と
か

ら
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
容
易
。
繊
維
な
ど
も

か
ら
み
に
く
い
。

　
汚
水
処
理
だ
け
で
な
く
、
気
液
混
合
を

必
要
と
す
る
化
学
プ
ラ
ン
ト
な
ど
で
も
活

用
が
期
待
さ
れ
る
。

　

ソ
ル
エ
ー
ス

高
松
市
、
０
８
７
・

８
６
７
・
９
７
２
２

　
▽
地
震
・
台
風
の
力
を
利
用
し
た
建
築

用
緩
み
止
め
ナ
ッ
ト

種
市
薫
氏
個
人

　
木
造
建
築
現
場
で
使
う
緩
み
止
め
ナ
ッ

ト
。
建
築
後
の
木
材
の
乾
燥
収
縮
や
地
震

に
よ
る
羽
子
板
ボ
ル
ト
締
結
部
な
ど
の
緩

み
を
防
ぐ
。保
守
不
要
で
、自
動
的
に
増
し

締
め
す
る
。
ナ
ッ
ト
本
体
は
木
材
と
結
合

さ
れ
、木
材
の
乾
燥
・
収
縮
、地
震
に
よ
る

締
結
部
の
緩
み
に
伴
っ
て
ナ
ッ
ト
が
移
動

し
、
ナ
ッ
ト
内

部
の
ク
サ
ビ
構

造
の
開
閉
や
ス

プ
リ
ン
グ
機
能

が
働
き
、
増
し

締
め
さ
れ
る
。塗
装
が
で
き
、木
材
を
切
ら

ず
に
取
り
付
け
や
再
使
用
も
可
能
で
、
価

格
も
従
来
比
半
額
以
下
。
自
動
増
し
締
め

を
す
る
部
材
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
、
ゼ
ン

マ
イ
を
巻
き
込
ん
だ
樹
脂
ケ
ー
ス
を
ナ
ッ

ト
に
か
ぶ
せ
、
戻
る
力
で
増
し
締
め
す
る

し
か
な
か
っ
た
。
開
発
品
は
メ
ッ
キ
や
塗

装
が
は
が
れ
や
す
い
課
題
も
解
決
し
た
。

　

種
市
薫
氏

厚
木
市
、
０
４
６
・
２

４
７
・
２
４
５
８

　
▽
吸
遮
音
性
に
優
れ
た
通
気
性
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
パ
ネ
ル
静
科
（
経
営
企
画
室
室
長
・
武
紘
一
氏
）

発明大賞本賞

通気性損なわず防音

　
通
気
性
表
面
材

吸
音
材

の

通
気
性
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
開

発
さ
れ
た
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
構
造
に

よ
る
防
音
パ
ネ
ル
の
製
造
方
法
に

つ
い
て
の
発
明
。
吸
音
フ
ォ
ー
ム

を
充
填
し
た
ハ
ニ
カ
ム
材
を
は
さ

む
形
で
、
一
方
に
吸
音
面
材
を
、

も
う
一
方
に
は
遮
音
面
材
を
接
着

し
て
一
体
化
し
た
。

　
通
気
性
を
損
な
わ
せ
な
い
よ
う

に
ハ
ニ
カ
ム
材
セ
ル
の
端
面
だ
け

に
水
溶
性
の
接
着
剤
を
塗
布
。
フ

ォ
ー
ム
の
吸
水
力
で
接
着
材
の
水

分
を
吸
い
上
げ
、
硬
化
を
促
進
さ

せ
る
製
法
を
見
い
だ
し
た
。
フ
ォ

ー
ム
材
は
吸
音
と
吸
水
に
有
効
な

連
続
気
泡
構
造
で
、
背
面
部
に
非

通
気
性
の
塗
装
ア
ル
ミ
材
を
塗
っ

て
接
着
。

―

の
広
い

周
波
数
帯
で
吸
音
性
と
遮
音
性
に

そ
れ
ぞ
れ
優
れ
て
い
る
。
従
来
品

は
４
０
０

以
下
で
遮
音
性
が
、

２

以
下
で
吸
音
性
が
低
下
し

て
い
た
。

　
パ
ネ
ル
の
重
さ
は
１
平
方

当

た
り
８

、
厚
さ
は

と

軽
量
・
薄
型
。
電
動
工
具
で
木
材

と
同
じ
よ
う
に
自
在
に
加
工
で
き

る
。
高
速
道
路
や
航
空
機
、
鉄
道

車
両
、
工
場
、
災
害
現
場
か
ら
一

般
住
宅
ま
で
幅
広
い
分
野
で
使
わ

れ
て
い
る
。

　

静
科

神
奈
川
県
厚
木
市
、

０
４
６
・
２
２
４
・
７
２
０
０

発明大賞１７日に表彰式

酸
化
チ
タ
ン
粒
子
を
付
着

▽
光
触
媒
を
用
い
た
紫
外
線
空
気
清
浄
機
ユ
ー
ヴ
ィ
ッ
ク
ス
（
社
長
・
森
戸
祐
幸
氏
）

発明大賞東京都知事賞

　
光
触
媒
と
し
て
の
酸
化
チ
タ

ン
は
化
学
分
解
反
応
や
太
陽
電

池
な
ど
に
広
く
使
わ
れ
て
い

る
。
発
明
品
は
、
海
綿
構
造
を

持
つ
柔
軟
な
多
孔
質
チ
タ
ン
箔

に
酸
化
チ
タ
ン
粒
子
を
付
着
さ

せ
る
こ
と
で
、
従
来
生
じ
て
い

た
粗
密
の
干
渉
縞
模
様
が
な
く

な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
紫
外
線

光
量
と
酸
化
チ
タ
ン
膜
が
最
適

化
さ
れ
、
処
理
効
果
を
高
め

た
。

　
特
に
平
板
状
の
光
触
媒
シ
ー

ト
と
、
こ
れ
を
折
り
曲
げ
形
成

し
た
シ
ー
ト
を
１
枚
ず
つ
交
互

に
積
層
し
て
ハ
ニ
カ
ム
構
造
を

形
成
。
こ
れ
に
よ
り
外
力
に
対

す
る
変
形
を
小
さ
く
し
、
酸
化

チ
タ
ン
膜
が
は
が
れ
る
の
を
防

い
だ
。
オ
ゾ
ン
や
活
性
炭
フ
ィ

ル
タ
ー
の
脱
臭
効
果
と
組
み
合

わ
せ
て
使
わ
れ
て
い
る
。

　

ユ
ー
ヴ
ィ
ッ
ク
ス

東
京

都
目
黒
区
、
０
３
・
５
７
３
１

・
５
５
０
１

　
▽
「
リ
ト
ラ
イ
」
機
能
付
き
雨
水
緊
急
遮
断
弁
カ
ワ
デ
ン
（
社
長
・
金
高
浩
春
氏
）

異
物
を
流
す
ま
で
弁
開
閉

発明大賞日刊工業新聞社賞
　
閉
弁
時
、
小
枝
な
ど
の
異
物

を
か
み
込
ま
な
い
よ
う
に
異
物

を
流
す
ま
で
弁
の
開
閉
と
停
止

の
動
作
を
繰
り
返
す
「
リ
ト
ラ

イ

開
閉

機
能
」
を
取
り
付

け
た
緊
急
時
の
雨
水
遮
断
弁
。

例
え
ば
、
異
物
が
か
み
込
み
過

負
荷
状
態
に
な
っ
た
場
合
は
自

動
検
知
し
、
弁
を
一
定
の
角
度

に
開
い
て
異
物
を
流
し
、
再
度

弁
を
閉
じ
る
動
作
を
繰
り
返
し

行
う
機
能
が
あ
る
。

　
従
来
は
雨
水
制
御
用
ナ
イ
フ

弁
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
異

物
を
は
さ
ん
だ
場
合
で
も
弁
は

閉
じ
続
け
て
い
た
。
過
負
荷
に

よ
っ
て
故
障
し
た
り
、
構
造
的

に
も
設
置
面
積
を
大
き
く
す
る

必
要
が
あ
り
、
価
格
も
高
か
っ

た
。
発
明
し
た
弁
は
、
ナ
イ
フ

ゲ
ー
ト
弁
に
比
べ
小
型
で
、
価

格
も

％
以
上
安
い
。

　

カ
ワ
デ
ン

大
阪
市
此
花

区
、
０
６
・
６
４
６
８
・
３
５

１
１

第
４
０
回

　日本発明振興協会（東京都渋谷区、原昭邦会
長、 ）と日刊工業新聞社共催の
「第 回（ 年度）発明大賞」に 件が選ば
れた。発明大賞は発明考案を通して科学技術の
振興や産業の発展に寄与した、資本金 億円以
下の中堅・中小企業、または研究者や個人発明
家に贈られるもので、生産、医療、生活など、
幅広い分野からさまざまなアイデアが寄せられ
た。表彰式と発明大賞 周年を記念して祝賀会
が 日、東京・元赤坂の明治記念館で行われ
る。

社会に役立つ製品に受賞製品・技術のポイント

ピンチバルブ装置 大木工業
（代表取締役・大木昭人氏）

　バルブを開閉操作する際に内部に装着したシリコンチューブを外
部から強く押しつぶす構造。流体はシリコンチューブの内部を通
り、バルブの部品と接しないため洗浄作業も不要。バルブのメンテ
ナンスは定期的なチューブ交換だけで済む。従来、３―８時間もか
けていた洗浄作業は不要となり、３分程度のチューブ交換だけ。円

形カムを介して回転運動を上下水平運動に変換して行うため圧力の大きい流体の場
合でも完全に遮断できる。従来のバルブは流体がバルブ内部の部品と直接接触する
ため、ラインの切り替えや保守の際にバルブの分解や洗浄などを行う必要があっ
た。 （大木工業 埼玉県鴻巣市、販社／ＳＰＶ ）
　 　

小型化した電子部品実装装置 小島プレス工業
（生産技術部生産技術課一般・山崎忠幸氏）

　基板の配線パターン上にハンダを印刷し、ハンダ上に電子部品を
実装した基板をリフロー炉で加熱してハンダ付けを行う電子部品実
装装置。実装装置にセットした基板が電子部品の実装後、もとの作
業位置に戻るラインにしたことで、装置全体は長さ と小型化
できた。これにより工程内の組み込みができ、中間在庫も不要とな

った。従来は実装装置全体が大型で、電子部品が実装された基板を組み付けて所定
の製品を完成させるためのライン内に実装装置を組み込むことが難しかった。ま
た、半製品を中間在庫とするため、そのスペースも必要だった。

（小島プレス工業 愛知県豊田市、 ）
　 　

エアー防振フロア 坂本祥一（個人）
　室内の床の振動を抑える装置。床全体を空気で常時浮揚させてお
き、強い振動が加わっても浮揚させた空間の空気で吸収する仕組
み。従来はゴムやスプリングを床の間にはさんだり、空気バネを使
って振動を低減させていたが、工事費用がかさんでいた。発明品は
床の周囲をクッション材でシールするため、費用は従来比半分以下

となる。床は数十 浮揚させることができ、内圧はセンサーによってコンピュー
ター制御できる。数百人から数千人規模が同時にはねたりしても振動が伝わらな
い。すでに一般のビルに施工され、ダンスホールとして運用されている。

（三誠ＡＩＲ断震システム 東京都中央区、 ）

　 　
せん断によるパイプ切断装置 ヒロテック

（装置技術部装置技術課一般・村上祐一氏ほか１人）
　半径方向に拡開する刃を用いてパイプを切断する装置。刃が拡開
した際に生じる隙間を埋める補助拡開刃を備えることでパイプ全周
を隙間なく一度に切断できる。パイプの角度を変えて２度切りする
必要がなくなり、自動車や排気系部品の製造工程などで品質改善と
コスト削減につながる。のこ盤や旋盤のような細かな切粉は発生せ

ず、工場のクリーン化に貢献する。従来、のこ刃を使った成形やせん断によってカ
ットする場合も２度切りが一般的で、成形には時間がかかっていた。同社では同装
置を使って排気系部品を数多く製造しており、実用性も高い。

（ヒロテック 広島市佐伯区、 ）
　 　

自動見当装置を搭載したラベル用間欠印刷機 ミヤコシ
（社長・宮腰亨氏）

　複数の印刷ユニットを用いた印刷ラインに用紙を間欠走行させて
印刷する間欠印刷機。従来の手法では用紙左右方向（印刷幅方向）
の見当は補正できなかった。発明品はこれを可能にした。絵柄の天
地方向の見当合わせも同時に自動調整できるため、見当調整で使用
する損紙を約 ％削減できた。見当合わせのための印刷ユニットの

移動を分割することで、見当合わせ時の衝撃も緩和した。また、従来はユニットご
とに取り付けていたセンサーを１個ずつ調整していた。これに対し、発明品は１個
の電荷結合素子（ＣＣＤ）カメラで調整作業を短縮できる。

（ミヤコシ 千葉県習志野市、 ）

両面形のＬＥＤ踏切表示灯 東邦電機工業
（設計部リーダー・佐藤英岐氏ほか１人）

　発光ダイオード ＬＥＤ を使った踏切用表示灯 基板の表と裏に
ＬＥＤチップを円形状に並べ １枚のＬＥＤ基板で 度の広視野角
の両面発光ができる 基板に実装するＬＥＤを自由に配置できるた
め 警報灯の円形発光部を大きくしたり 列車進行方向指示器など
さまざまな表示器として使用できる 基板で両発光部を区切ること

で 反対側からの光のにじみを防止し 警報灯の図形を鮮明に表示する 構造を簡素
化し 設置コストを削減した 従来の踏切用表示灯は懐中電灯のように一方向からし
か見えず 設備コストも高かった （東邦電機工業 東京都目黒区 ）

考案功労賞
搬送物同士の間隔を調整するコンベア制御装置 伊東電機

（代表取締役 伊東一夫氏ほか１人
　搬送物同士の間隔を適切な距離に調整することが効率的という考
えから開発した搬送ラインの高機能化技術。従来の搬送ラインでは
搬送物同士の間隔が開き、不規則になり非効率的だった。発明品は
複数のセンサーと駆動モーターを一つのコントローラーで集中管理
することで積載効率を向上させた。例えば、搬送物同士の間隔が開

きすぎている場合、後続の搬送物の搬送速度を上げ、搬送物同士の間隔を縮める。
逆に搬送物同士の間隔が狭い時は後続の搬送物の速度を抑える。搬送電力のコスト
も削減でき、省エネにつながる。 （伊東電機 兵庫県加西市、 ）
　 　

電磁石吸引時の衝撃を緩和した電磁式断路器 江口高周波
（社長・江口洋平氏ほか３人）

　接点位置を検出する機構をつけることで、接点位置による電磁石
への励磁電圧の調節によって接点を閉じる衝撃力を従来比３分の１
から６分の１に低下させた。位置検出にはマイクロスイッチを用い
ており、検知後にリレー回路を切り替え、電磁石に定格電圧をかけ
ることで接点を閉じた時には十分な押し圧力を確保した。寿命は従

来比 倍の 万回で、確実な通電性能も維持した。高周波（５ 、 、
）、大電流（ 、 、 ）を目標とする機構を断路器に応用する

例は見あたらない。 （江口高周波 東京都大田区、 ）
　 　

錘玉を利用した水平計付きブレーカー遮断装置 エヌ・アイ・ピー
（代表取締役・宇尾野俊明氏）

　地震の揺れを感知すると、おもりが台座から落下し、ひもでつな
がれたブレーカーに荷重がかかる。これによってブレーカーが遮断
し、通電火災を防止する装置。台座をビス２本で水平に保つ機構を
備えており、おもりの大きさによって対象震度を調節できる。電気
工事も不要。従来、おもりを載せる載置台が水平となるように取り

付けることが難しかった。発明品はドライバー１本で簡単に水平調整や固定ができ
るネジ式の調整機構を装備。 （エヌ・アイ・ピー 東京都北区、 ）

発明大賞日本発明振興協会会長賞
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